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近
代
日
本
研
究
第
二
十
四
巻

(

二
〇
〇
七
年)

資
料
紹
介

福
沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

Ⅰ

福
沢
諭
吉
書
簡

『

福
沢
諭
吉
書
簡
集』
(

岩
波
書
店

平
成
十
三
〜
十
五
年

以
下

『

書
簡
集』

と
略
す)

未
掲
載
で
、『

近
代
日
本
研
究』

第

二
十
三
巻
刊
行
以
降
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て

『

書
簡
集』

の
形
式
に
従
っ
た
。

主
な
原
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は

『

書
簡
集』
第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は

『

書

簡
集』

の
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

凡
例

一
、
常
用
漢
字
、
人
名
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
は
、
原
文
の
字
体
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を
残
し
た
場
合
も
あ
る
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
文
字
は
、
か
た

仮
名
字
体
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
が
、
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
次
の
文
字
は
、
原
文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄

せ
で
印
刷
し
た
。
は

(

�)

、
て

(

�)

、
え

(

�)

原
本
が
確
認
で
き
な
い
書
簡
の
場
合
も
、
漢
字
の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る

｢

者｣
｢

而｣
｢

江｣

が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。

五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
�(
よ
り)

、�
(

し
め)

は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い
●
は
ト
キ
、
�
は
ト
モ
、

●
は
こ
と
と
表
記
し
た
。

七
、
原
本
で
は
句
読
点
は
ほ
と
ん
ど
打
た
れ
て
い
な
い
が
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
こ
れ
を
補
っ
た
。

八
、
発
信
年
月
日
が
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、｢

カ｣

を
付
し
た
。

九
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。

十
、
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。

(

西
沢

直
子)
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二
五
九
三

神
津
国
助

明
治
二
十
二
年
三
月
十
二
日

本
月
九
日
之
貴
翰
拝
誦
、
時
下
漸
く
春
喧
を
催
し
候
処
、
愈
御
清
安
奉
慶
賀
候
。
陳
ハ
議
員
�
挙
之
義
ニ
付
云
�
、
い
才
拝
承
聞

合
せ
も
可
致
候
得
共
、
何
ハ
扨
置
一
度
御
出
京
ハ
如
何
哉
。
東
京
之
事
情
ハ
復
タ
三
、五
年
前
之
東
京
ニ
あ
ら
ず
、
色
�
御
話
も

可
致
、
又
御
通
覧
も
可
被
成
、
兎
ニ
角
ニ
御
出
掛
可
然
奉
存
候
。
官
海
之
模
様
も
決
し
て
今
日
之
有
様
を
当
テ
ニ
す
へ
か
ら
ず
、

意
外
之
変
動
を
催
ほ
す
こ
と
も
あ
ら
ん
。
凡
そ
此
種
之
事
ハ
筆
端
之
尽
す
へ
き
ニ
あ
ら
さ
れ
バ
、
一
、二
週
間
を
費
し
御
出
府
相

成
候
様
、
呉
�
も
所
祈
候
。
右
拝
報
ま
て
申
上
度
、
早
�
頓
首
。

三
月
十
二
日

諭

吉

神
津
賢
契
几
下

尚
以
、
令
兄
�
も
久
�
御
目
ニ
掛
ら
ず
、
御
序
之
節
宜
敷
御
致
意
奉
願
候
。
以
上
。

【
東
京
の
事
情
を
見
聞
し
政
官
界
の
変
化
に
つ
い
て
談
話
す
る
た
め
上
京
を
促
す
】

[

封
筒
表]

信
州
北
佐
久
郡
志
賀
村

神
津
国
助
様

親
展

[

封
筒
裏]

封

東
京
三
田

福
沢
諭
吉
出

○
神
津
国
助
は
長
野
県
の
豪
農
神
津
家

(

黒
壁
家)

の
十
九
代
目
当
主
吉
助
の
末
弟
。
明
治
七

(

一
八
七
四)

年
三
月
入
塾
、
同
十
一
年
卒
業
。

『

書
簡
集』

第
二
巻
ひ
と
。
○｢

議
員
選
挙｣

は
明
治
二
十
二
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
を
受
け
て
翌
年
行
わ
れ
る
総
選
挙
の
こ
と
か
。
○｢

令

兄｣

は
神
津
吉
助
。
○
発
信
年
月
日
は
消
印
お
よ
び
文
面
に
よ
る
。
○
神
津
家
蔵
。

二
五
九
四

中
村
道
太

明
治
二
十
八
年
二
月
一
日

福沢諭吉関係新資料紹介
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廿
九
日
之
華
翰
、
昨
日
交
詢
社
ニ
�
拝
見
仕
候
。
中
上
川
へ
云
�
之
一
条
ニ
付
御
話
も
御
座
候
由
、
小
生
義
ハ
毎
日
交
詢
へ
参
る

と
申
訳
ニ
も
無
御
座
候
得
共
、
参
れ
バ
参
る
丈
け
何
か
用
事
あ
る
ゆ
ゑ
、
何
日
何
時
参
候
�
も
不
苦
。
既
ニ
今
日
も
午
後
一
時
頃

よ
り
出
掛
け
て
四
時
半
�
或
処
へ
参
る
積
り
、
明
日
も
午
後
ハ
参
候
事
ニ
可
相
成
、
或
ハ
午
前
な
れ
�
拙
宅
へ
御
来
訪
被
下
候
�

御
話
可
仕
、
又
或
ハ
午
後
五
時
頃
�
私
方
へ
御
出
被
下
夜
分
ニ
掛
け
て
寛
話
も
亦
妙
な
ら
ん
。
何
れ
ニ
致
し
て
も
其
日
と
時
と
さ

へ
御
一
報
被
下
候
得
�
、
私
方
ニ
差
支
ハ
無
御
座
候
。
右
拝
報
ま
で
申
上
度
、
匆
�
如
此
御
座
候
。
頓
首
。

二
十
八
年
二
月
一
日

諭

吉

中
村
様

【
中
上
川
へ
の
話
の
件
な
ど
に
つ
い
て
面
会
の
日
程
を
相
談
す
る
】

○
中
村
道
太
は
福
沢
と
幕
末
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
人
物
。
横
浜
正
金
銀
行
の
初
代
頭
取
、
東
京
米
商
会
所
で
も
頭
取
を
務
め
る
。『

書
簡
集』

第

二
巻
ひ
と
。
明
治
二
十
四

(

一
八
九
一)
年
の
米
商
会
所
・
第
六
銀
行
の
営
業
停
止
後
は
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
○

｢

中
上
川｣

は
中
上

川
彦
次
郎
。
福
沢
の
甥
。
悪
化
し
た
三
井
銀
行
の
経
営
立
て
直
し
に
活
躍
し
た
。
第
二
巻
ひ
と
。
○

｢

中
上
川
へ
云
�
之
一
条｣

は
前
回
の
面

会
の
際
に
中
村
か
ら
依
頼
さ
れ
た
中
上
川
の
説
得
の
こ
と
。
詳
細
は
不
明
。
書
簡
一
九
一
〇

、
一
九
一
三

は
関
連
書
簡
。

二
五
九
五

丸

善

年
未
詳
六
月
五
日

モ
ト
大
坂
堂
島
中
津
屋
敷
内

大
島
為
右
衛
門
妻

右
老
婦
人
当
時
別
紙
之
尼
寺
ニ
あ
り
。
両
三
日
中
当
御
店
へ
尋
可
被
参
ニ
付
別
封
物
入
御
渡
し
被
下
度
、
尚
御
伝
言
も
宜
敷
奉
願

候
。
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六
月
五
日

福

沢

諭

吉

丸
善
様

[
別
封]

の
し

金
三
円

大
島

□

[

老
カ]

御
家
内
様

福
沢
諭
吉

【
大
島
為
右
衛
門
の
妻
な
か
へ
お
礼
の
品
を
渡
す
こ
と
を
依
頼
す
る
】

○

｢

丸
善｣
は
丸
屋
商
社
の
大
坂
支
店
丸
屋
善
蔵
店
の
こ
と
。
○

｢

モ
ト
大
坂
堂
嶋
中
津
屋
敷｣

は
大
坂
堂
島
に
あ
っ
た
中
津
藩
の
蔵
屋
敷
。
福

沢
の
生
誕
地
。
○

｢
大
島
為
右
衛
門｣

は
中
津
藩
士
で
、
堂
島
の
中
津
藩
蔵
屋
敷
内
に
居
を
構
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。｢

妻｣

は
な
か
。
○

若
い
頃
と
思
わ
れ
る
文
字
の
様
子
や
大
阪
を
訪
れ
て
い
る
時
期
か
ら
、
発
信
年
は
明
治
五

(

一
八
七
二)

年
の
可
能
性
が
高
い
。
○
詳
細
は
西
沢

直
子

｢

福
沢
諭
吉
と
乳
母
―
新
資
料
丸
善
宛
福
沢
書
簡
―｣
(『

福
沢
手
帖』

一
三
六
、
二
〇
〇
八
年
三
月
刊
行)

参
照
。
○
福
田
充
利
氏
所
蔵
。

一
一
七
七

福
沢
捨
次
郎

明
治
二
十
年
六
月
二
十
九
日

五
月
二
十
八
日
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
発
之
来
書
相
達
し
披
見
致
候
。
学
校
之
試
験
も
終
り
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
ニ
至
り
一
太
郎
へ
面
会
、
桃

介
へ
も
同
断
、
桃
介
ハ
活
�
に
て
初
対
面
�
気
ニ
叶
ひ
候
よ
し
、
承
わ
り
て
満
足
致
し
候
。
随
分
元
気
よ
き
少
年
ニ
�
、
本
塾
ニ

�
も
餓
鬼
大
将
と
申
し
た
る
人
物
な
り
。

福沢諭吉関係新資料紹介
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以
下
の
書
簡
は
、『

書
簡
集』
掲
載
時
に
は
原
本
と
の
校
訂
が
で
き
ず
、
や
む
な
く『

福
沢
諭
吉
全
集』

(

岩
波
書
店
、

昭
和
四
十
四
〜
四
十
六
年)

か
ら
採
録
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
本
が
判
明
し
校
訂
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
注

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

『

書
簡
集』

の
各
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。



時
事
新
報
ハ
本
月
二
十
四
日
発
行
を
停
止
せ
ら
れ
た
り
。
是
れ
ハ
昨
今
政
府
中
ニ
�
改
正
困
難
な
れ
ハ
中
止
す
る
ニ
若
か
す
と
云

ふ
議
論
あ
る
其
内
幕
を
知
ら
ず
し
て
、
新
報
が
国
権
を
棄
て
ゝ
改
正
ハ
宜
し
か
ら
ず
と
云
ふ
意
味
ニ
�
立
論
し
た
る
ゆ
ゑ
、
改
正

主
張
之
向
ニ
甚
し
く
応
へ
て
停
止
と
出
掛
け
た
り
と
の
事
な
り
。

中
上
川
ハ
小
供
太
郎
一
が
病
気
ニ
�
神
戸
行
大
ニ
延
引
之
処
、
病
人
も
快
方
ニ
付
、
本
月
二
十
二
日
出
発
ニ
付
�
�
、
山
陽
鉄
道

も
次
第
ニ
着
手
之
運
ひ
ニ
相
成
候
事
と
存
し
候
。

桃
介
ハ
生
糸
商
ニ
し
て
ハ
如
何
。
一
太
郎
と
相
談
被
致
度
、
今
便
当
人
�
も
一
書
遣
す
積
り
な
り
。
右
ハ
要
用
而
已
。
早
々
不
一
。

二
十
年
六
月
廿
九
日

諭

吉

捨

次

郎

殿

【『

書
簡
集』

第
五
巻
二
一
五
―
二
一
六
頁
】

Ⅱ

福
沢
諭
吉
自
筆
命
名
書

明
治
二
十
七
年

十
二
月
十
五
日
午
後
九
時
誕
生

於
信の
ぶ

六
十
一
翁

福
沢
諭
吉
選
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小
泉
信
は
明
治
二
十

(

一
八
八
七)

年
十
月
か
ら
二
十
三
年
三
月
ま
で
慶
應
義
塾
長
を
務
め
た
小
泉
信
吉
の
三
女
で
、
や
は
り
昭
和
八

(

一
九
三

三)
年
十
一
月
か
ら
二
十
二
年
一
月
ま
で
慶
應
義
塾
長
を
務
め
た
小
泉
信
三
の
妹
。
父
で
あ
る
信
吉
が
亡
く
な
っ
て
一
週
間
目
に
誕
生
し
た
。

福沢諭吉関係新資料紹介
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